
〈  本編： 解説映像 〉

解説動画を 配信中！

「 かごし まタ イ ムト ラ ベル」

動画配信中！

無 料 ア プ リ「 S T R E E T  
M U SEU M 」を ダウンロ ー
ド し 、「 薩摩の近代化（ 集成
館第一期、第二期）」から ご
覧く ださ い。

V R スマート フ ォ ン アプリ で

当時の集成館事業を 見てみよう ！

名前

学校 名 年 組



海外に開かれていた薩摩

近代国家日本のはじ ま り

　 1 9 世紀、 イ ギリ スやフ ラ ンス、 アメ リ カ など

は、 次々と アジアに進出し て来ます。日本の南端

に位置する 薩摩藩は、こ う し た国々と 最初に接す

る 所でし た。1 8 4 2 年、 アヘン 戦争で清（ 中国）が

敗れ、日本でも イ ギリ スなどを警戒し なければな

ら ないと 考える 人が増えてき まし た。特に薩摩藩

では、 アヘン 戦争後、 毎年のよう にイ ギリ スやフ

ラ ン スの軍艦が領内に来航、大砲を ちら つかせな

がら 貿易を するよ う に求めてき たため、緊張が高

まっ ていき まし た。

　 こ う し た中、 1 8 5 1 年、 島津斉彬が薩摩藩の藩

主になり ます。幼い頃から 海外の文化に興味を 持

ち 、日本を 外国に負けない強く て豊かな国にする

必要がある と 考え ていた斉彬は、 造船や製鉄な

ど、 いろ いろ な 近代化の取組を 一気に進めま し

た。斉彬の藩主と し ての期間はわずか７ 年でし た

が、 斉彬の死後も 多く の人々がその志を 受けつ

ぎ、 それぞれの分野で活躍し まし た。そう し た一

人一人の努力が、やがて近代国家日本を つく る大

き な力と なっ たのです。

　 江戸時代、 徳川幕府は外国と の貿易を 禁じ る

鎖国を 行っ ていまし たが、 長崎や薩摩藩領の琉

球（ いまの沖縄県）では特別に貿易を 認めていま

し た。当時の薩摩藩には、中国を はじ め世界各地

から 様々な品物・ 文化・ 情報が入っ てき たので、

世界の動き を いち 早く と ら える こ と ができ たの

です。

1824
宝島事件で

イ ギリ ス 人と 銃撃戦

1853

202X

ペリ ー艦隊浦賀に来る

日本の近代化の歴史を 訪ねる 旅へ出発！

日本の近代化は
 鹿児島からはじまった。
日本の近代化は
 鹿児島からはじまった。

海洋国家・ 薩摩から はじ まった日本の近代化

浦賀

山川

長崎

宝島

フ ラ ンス艦来航（ 18 44 ）

通商要求

ペリ ー艦隊来航（ 1 85 3）

アメ リ カ 開国要求

那覇

八重山

江戸時代の薩摩藩領

現在の鹿児島県

イ ギリ ス艦来航（ 1 84 5）

通商要求

ペリ ー艦隊来航（ 1 85 3）

アメ リ カ 開国要求

宝島事件（ 1 82 4）

イ ギリ ス人と 銃撃戦

モリ ソ ン号事件（ 18 37 ）

アメ リ カ 通商要求

フ ェ ート ン号事件（ 1 80 8）

イ ギリ ス軍艦長崎に侵入

1842
アヘン戦争で清国が

イ ギリ ス に敗れる

宝島事件で

イ ギリ ス 人と 銃撃戦

1871
欧米使節団派遣欧米使節団派遣

1863
薩英戦争

日本の近代化の歴史を 訪ねる 旅へ出発！

薩英戦争

1877
西南戦争西南戦争

1868

1901
官営八幡製鉄所が操業開始官営八幡製鐵所が操業開始

ペリ ー艦隊浦賀に来る

1851
集成館事業始ま る集成館事業始ま る

明治政府誕生明治政府誕生

アヘン戦争で清国が

イ ギリ ス に敗れる

イ ギリ ス艦来航（ 1 84 3）

測量強行

も く じ 【 資料編】第 1 章　 斉彬の集成館事業

第 2 章　 薩英戦争

第 3 章　 集成館事業の再開

第 4 章　 日本近代化の礎

行っ てみよ う！見てみよ う！

みんなの身近にある 近代化産業遺産

世界文化遺産

「 明治日本の産業革命遺産」を 知ろう！
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外国と 接し て いた 薩摩

　 江 戸 時 代 の 薩 摩 藩 は、 現 在 の 鹿

児 島 県 だ け で な く 、 宮 崎 県 の 一 部

と 沖縄県全域も 領有し て い ま し た 。

南 か ら や っ て く る 外 国 の 船 と 最 初

に 接する のは薩摩藩だ っ た ので す。

琉球船が浮かぶ鹿児島港

斉彬が使用し たと さ れる

地球儀と 世界地図

斉彬のローマ字日記
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1 8 5 1

1 8 5 4

嘉永 4

1 8 0 9
文化 6

1 8 2 4
文政 7

1 8 3 7
天保 8

1 8 4 2
天保13

1 8 5 3
嘉永 6

安政元

日本近代化の基礎を つく っ た 島津斉彬の生い立ち

日本を強く 豊かな国に
1851年～

集成館事業

江 戸 時 代 の 主 な 動 き

歴 史歴 史歴 史 ワンポイント

　 1 8 5 1（ 嘉永 4 ）年、薩摩藩の藩主と なっ た斉彬は、仙巌園周辺の竹林を 切り 開いて

反射炉の建設を はじ めま し た。そし て、その周囲に溶鉱炉やガラ ス工場、蒸気機関の

製造所など の施設を つく り 、こ れら の工場群を「 集成館」と 名付けま し た。

洋書をも と に、自力での近代 化をめざし た！

外国の強大な力に対抗する ために、

鉄製の大砲の製造に取り 組んだ！

　 第 1 1 代薩摩藩主。

　 日本全体のこ と を 考え、 富国強兵策に力を 入れ

強く 豊かな国づく り を 目指し ま し た。幕末日本を

動かし た西郷隆盛を 見出し た人物でも あり ます。

島津斉彬、 藩主と な り

集成館事業に着手

島津斉彬が生まれる

宝島事件

モリ ソ ン 号事件

祇園之洲砲台設置

薩摩藩
西暦
元号

その他
国内外

ペリ ー艦隊が浦賀に

来航

異国船打払い令が

出さ れる

アヘン 戦争で

清（ 中国）が敗れる

日米和親条約が結ば

れる

新波止砲台設置

　 鉄を溶かし て大砲を作る ための反射炉は訳

さ れた洋書を参考にし て建造さ れまし た。

　 アメ リ カの艦隊が浦賀に訪れるなど、外国の

開国の要求が強まる中、幕府や他藩も 近代化事

業によって軍事力を強化し ていきまし た。

　 反射炉で使用し た耐火レ ン ガ

の製造には、 も と も と あっ た薩

摩焼の技術を取り 入れまし た。

　 他地域ではレ ン ガが使われて

いる部分も 、石組みの技術があっ

た鹿児島では石が使われまし た。

　 集成館のある 磯の背

後、 吉野台地の上から

水を 引き 込み、 崖の落

差を 利用する こ と で動

力と し ていまし た。

①溶鉱炉で鉄鉱石や砂鉄

を溶かし て鉄をつく る。

②鉄を 反射炉で 再び 溶

かし て鋳型にはめ、 大

砲の砲身を造る。

③鑚開台で 砲身に 穴を

あけて、 大砲を完成さ

せる。

　 石炭が取れなかっ た

薩摩藩では、 質が高く

火力の強い木炭（ 白炭）

を燃料と し 、 その製造

に力を注ぎまし た。

　 蒸気機関がで き る

前、工場はどんな動力

や燃料で 動いて いた

のか調べてみよう ！
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薩摩藩の技術

オラ ン ダの技術書

寺山炭窯跡
P1 9 / マッ プ 8

関吉の疎水溝（ 取水口）

P1 9 / マッ プ 7

薩摩焼の技術（ 耐火レ ン ガ）

　 外国の強力な 軍事力

に 対抗す る た めに は、

近代的な 大砲の生産が

必要で し た。反射炉は

鉄の大砲を 造る ための

も のでし た。

　 西洋の書物だけを頼り に、薩摩の技術を 活かし て多く の蘭学者

や技術者の力を 集め、試行錯誤し ながら 完成さ せまし た。

製鉄

大砲の造り 方

反射炉
溶鉱炉

鉄を 溶かし て 大砲を

つく る 炉

砂鉄や鉄鉱石から

鉄を と り 出す炉

石橋の石組み技術

溶鉱炉 反射炉 鑚開台

〈 動力源〉 水車

〈 燃料〉 木炭

③

「
西
洋
と
薩
摩
の
技
術
が
融
合
！
」

幕
末
ニ
ュ
ー
ス

「
西
洋
人
も
人
な
り

  

佐
賀
人
も
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な
り

  

薩
摩
人
も
人
な
り
」

①

①

②

③

④

　 1 8 5 1 年、 反

射炉づく り に向

けて、 鹿児島城

内で実験が始め

ら れまし た。

　 幼 少 の 斉 彬 は

海外の文化に 詳

し い 曾 祖 父・ 重

豪の影響を 受け

て育ちまし た。

　 藩主と な っ た

斉彬は、強く 豊か

な 日本を 目指し

て、近代化を推し

進めまし た。

　 ア ジ ア の大国・ 清が小

さ な島国のイ ギリ スに完

敗し たこ と は、 斉彬が日

本の近代化を 考える き っ

かけと なり まし た。

近代化
物語

②　 洋書を も と

に反射炉の模

型で 実験し ま

し た が、 う ま

く いき ま せん

でし た。

反射炉完成ま で の険し い 道のり

アヘン戦争で清が敗れる

藩主・ 斉彬誕生海外の様々な情報にふれた

幼い頃から 外国を 意識し ていた

1809 年～1858 年

反射炉跡　 P1 7 / マッ プ 1

近代化
物語

（ 想像図）参考『 薩州見取絵図』（ 想像図）参考『 薩州見取絵図』

　 斉彬は担当者

を 励ま し 、 磯で

反射炉を 建て る

こ と がで き た の

です。

　 琉球貿易を 通じ て 外国

から 入っ て く る 様々な 本

や品物にふれて いた 斉彬

は、若いう ちから 海外に目

を向けていまし た。

　 琉球貿易を 通じ て 外国

から 入っ て く る 様々な 本

や品物にふれて いた 斉彬

は、若いう ちから 海外に目

を向けていまし た。

当時の集成館のよ う す当時の集成館のよ う す
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※災害復旧前の写真
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　 わたし が軍事力を強化

するだけでなく 、 人々の

暮ら し を豊かにするべき

だと 考えた理由をみんな

で考えてみよう ！

人々の暮ら し を

豊かにし たい！

　 欧米列強と よばれる国々が押し 寄せてきた幕末。斉彬は外国に負けない軍

備を整え、産業をおこ し 国を豊かにするこ と 、そし て、幕府や藩のわく にと ら

われず日本がひと つになるこ と が大事だと 考えていまし た。

斉彬は、軍事・ 産業だけでなく 、福祉や教育を充実さ せ

人々の豊かな暮ら し の実現を目指し まし た。

1 8 6 7 年開催のパリ 万博出品で

世界に認めら れた“ S A TS U M A ”

も と は薬びんを改良するこ と で生まれた

世界も 認めた美し い薩摩のガラ ス工芸品

　 元々は薬びんと し て作ら れたガラ スびん

に、色彩ガラ スと 美し いカ ッ ト を入れるこ と

で、新たなガラ ス工芸品を創り まし た。18 58

年、工場を見学し たオラ ンダ海軍の軍医ポン

ペは、 百人以上の職人がガラ ス工場で働き、

様々な色彩のガラ スで日用品や贅沢品が作

ら れていたと 書き 残し ています。

　 現在、 集成館の工場群のあっ た磯地区な

どで切子が作ら れています。工房では間近

に製造工程を見るこ と ができ ます。

　 近代薩摩焼は、 パリ 万博などを 通

じ て海外で高い評価を 受け、 大量に

輸出さ れるよ う になり まし た。

　 斉彬は、 薩摩の伝統工芸である 薩

摩焼も 、 ヨ ーロ ッ パ人が好むよ う な

デザイ ン・ 絵付けに改めさ せまし た。

　 本格的な洋式軍艦「 昇平丸」は、 早く から 大型船建

造の必要性を 感じ ていた薩摩藩で造ら れまし た。

　 また、 外国船と 区別でき る よう 、 日の丸を日本の

船の印にし ま し ょ う と 幕府に提案し まし た。幕府も

その必要性を 認め、日本の総船印にし まし た。

　 蒸気機関の製作は、 十分な資料

も な く 、 と て も 苦労し ま し たが、

1 8 5 5 年なんと か完成さ せ日本初

の蒸気船「 雲行丸」 のエンジン に

し まし た。

　 斉彬は出版事業にも 力を

注ぎ ま し た。西洋の活版印

刷の技術を 取り 入れ、 鉛活

字を 製作し まし た。

　 1 8 5 7 年、 鹿児島城内

で 約6 0 0 ｍ の電線を 引

いた 実験で 通信に 成功

し まし た。

　 斉彬は仙巌園御殿内にガス室を設け、 こ

の鶴灯籠などの園内の石灯籠にガス管を引

いてガスの火を灯し まし た。

　 斉彬は、「 日本のも のに良い所と 悪い所がある 。ヨ ー

ロッ パのも のにも 良い所と 悪い所がある 。 日本の悪い

所を、ヨ ーロッ パの良い所でおぎなう こ と が出来れば、

日本は、も っ と 良く なる。」と 考えていまし た。

　 集成館事業は、 外国のも のを そのまま取り 入れたの

ではなく 、日本のも のを活用し 、外国のよい所を取り 入

れながら 進めら れまし た。
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薩摩切子製造工程の見学

活字

近代薩摩焼

電信

医療・ 福祉教育

　 銀板写真は、 1 8 4 8

年頃、日本に伝えら れ、

各 地で 研 究さ れま し

た。そ の中心に な っ た

のが斉彬で し た。左の

写真は、 日本人が撮影

し たも のと し ては現在

残っ ている も ので一番

古いも のです。

銀板写真

薩摩切子

ガス灯

「 集成館事業」

こ と ば解説

日本初

日本人
初

軍備を 強く する だけで はな く 、

豊かな 国づく り で 人の和を 大事にし た！

造船

蒸気機関

産業をおこ し て

豊かな国をつく り たい！

　 大砲や軍艦だけでは日本

は守れない。人々が豊かに暮

ら せるよう な国にするこ と

が、日本を守るこ と につなが

ると 考えたから だよ。

見学
工場

実現し ませんでし たが、病院や

育児院の建設も 計画さ れまし た。

　 教育水準の向上を 図り 、

藩校の改革、 江戸・ 大阪・

長崎への留学を すすめま

し た。

　 人々が同じ よ う に医療

を 受けら れる 仕組みを 研

究さ せたり 、育児院につい

ての研究も 行いまし た。

集成館の様子『 薩州見取絵図』

洋式軍艦「 昇平丸」

鶴灯籠

雲行丸機械図『 薩藩海軍史』

㈱島津興業 薩摩ガラ ス工芸

西洋輸出用に作ら れた

薩摩焼 島津斉彬の銀板写真
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1 8 5 6

1 8 5 7

1 8 5 8

安政 3

安政 4

安政 5

1 8 6 0
万延元

1 8 6 2
文久 2

1 8 6 3
文久 3

生麦事件の賠償を めぐ り イ ギリ ス と 対立

江 戸 時 代 の 主 な 動 き

薩摩藩
西暦
元号

その他
国内外

日米修好通商条約が

結ばれる

井伊直弼が大老と なる

安政の大獄が始まる

郡元水車館で 紡績が

始まる

߸・ ・ ・ ２ ・ ・  ・

田上・ 永吉水車館建設

桜田門外の変

幕府の軍艦・ 咸臨丸

が太平洋を 横断する

長州藩士によ る イ ギ

リ ス公使館焼討事件

長州藩が外国船打ち

払いを 断行する

�ੜ 麦 件

� ઓ ૪ӳ

੪ࢮ ල  

イギリ スと 戦った薩摩藩
1863年

薩英戦争

歴 史歴 史歴 史 ワンポイント

੪ޙ ࢮ ලɹ 1 8 5 8 ・ ɺͷ ͷ � · ͨ͠෯ ◌ॖ খ集・ 館  ・ 大 ʹ Ε ɻ

ɹ 1 8 6 2 ・ ͷ �ੜ 麦 件・ ・ ・ ・ ・ Γɺͱ ͳ � · ͨ͠ൡ ઓ ૪ ΠΪ ε 起・ Γ ɻϦͱ ͱ ͷ
� ઓ ૪ӳ ɺͰ �  ͘◌ྻ ◌ྗൡ ・ 欧米 差Λ  ͡ɺͱ ͷ ͷ · ͢ඞ ੑ 代化 要 ʹ 気・ ・ ɻͷ

薩摩藩は、湾岸の砲台に備えつけた大砲で応戦し たが、

イ ギリ スの最新式の大砲の威力により 、集成館や城下も 炎上し た！

　 江戸時代末期、当時の日本人の多く は外国

人を追い払っ て、国内に入れないよう にし よ

う と 考えていまし た。

　 鹿児島城の正面を 守る 主力砲台で、 薩英戦

争時には、 1 5 0 ポン ド 砲を はじ め 1 1 門の大

砲が備えら れていまし た。

　 斉彬の父・ 斉興の時代に築かれた砲台を 、

斉彬が改修し ま し た。こ の砲台から 薩英戦争

の口火は切ら れまし た。

　 薩英戦争で実際に使われた２ つの砲

台跡の見学に出かけてみよう ！

第
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章
　

　
薩
英
戦
争

　 1853（ 嘉永 6）年に斉彬が築いた砲台。薩英戦争時、 最大の

激戦地で、大砲はこ と ごと く 破壊さ れたと 言われています。

　 薩摩側の砲弾は導火線で

爆発さ せる球形弾でし た。

　 イ ギリ ス側は物に当たっ

て爆発する尖塔弾でし た。

使われた砲弾

天保山砲台跡　 P1 9 / マッ プ  

新波止砲台跡　 P1 9 / マッ プ  9

　 薩摩藩は、 斉彬が造ら せた砲台・

大砲で攻撃し 、 イ ギリ ス艦隊に大き

な損害を 与えまし た。

　 し かし 、 イ ギリ スは最新式の大砲

で 応戦し た た め、 薩摩側の砲台は

次々と 破壊さ れ、 城下も 被害にあい

まし た。

イ ギリ スと の技術の差を痛感

「
欧
米
列
強
と
の
力
の
差
を
痛
感
！
」

幕
末
ニ
ュ
ー
ス

こ こ も 見てみよう

　 斉彬の異母弟。斉彬の死後、 藩主と なっ た

子・ 忠義の後見役と なっ て藩の政治を すす

めます。江戸から の帰国途中、 生麦事件を 起

こ し 、こ れが薩英戦争の引金と なり まし た。

1817 年～1887 年
登

場

人

物

島

津

久

光

①

②

③

④
　 戦争で イ ギリ ス の

技 術 の 高 さ を 知 り 、

も っ と 近代化を 図ら

な け ればな ら な い と

強く 感じ まし た。

　 薩摩藩は、 賠

償金と 犯人の処

罰を 求めるイ ギ

リ スの要求を断

り 続けまし た。

　 要求を 認め さ せ

る た めイ ギリ ス 艦

隊が来航、要求を拒

否す る 薩摩藩と 戦

闘になり まし た。

薩英戦争が起こ る

近代化へ動くイ ギリ スの要求を 拒否

祇園之洲砲台『 薩英戦争絵巻』

生麦事件によるイ ギリ ス人殺傷

祇園之洲台場跡  ੑ　 P1 9 / マッ プ

近代化
物語

生麦事件によるイ ギリ ス人殺傷

『 薩英戦争絵巻』『 薩英戦争絵巻』

球形弾 尖塔弾

祇園之洲砲台 新波止砲台 弁天波止砲台

　 久光の行列に、 イ ギ

リ ス人たち が入り 込ん

でし ま い、 怒っ た薩摩

の武士たち が彼ら を 殺

傷し てし まいまし た。

　 久光の行列に、 イ ギ

リ ス人たち が入り 込ん

でし ま い、 怒っ た薩摩

の武士たち が彼ら を 殺

傷し てし まいまし た。

1 8 6 3 年、嵐の中で始まっ た鹿児島湾での戦いは

両者に大き な被害を も たら し た！

1 8 6 3 年、嵐の中で始まっ た鹿児島湾での戦いは

両者に大き な被害を も たら し た！

ぎ おん の し ん は と ほう だい べん て ん は と ほう だいす ほう だい

なま むぎ

れっ きょ う

おお はば

さ つ え い

ただ こう けん やく

さっ　 しょ うさっ　 しょ う

よし

い ぼ てい

ばい し ょ う

かん

たい らい こう

せん

と う

はん にん し ょ

ばつ

こおり もと

た  がみ にち べいし ゅう こ う つう し ょ う じ ょ う  やく

か  えい

げき せん  ち は かい

どう せん

せん と う だん

か

きゅう  けい だんばく はつ

い　 い　 なおすけ

さ く ら だも んがい

ぐ んかんばく   ふ

やきう ちこう   し   かん

かんり ん

ちょ う し ゅう

はら だん こ う

へん

あんせい たいごく

たいろう

ながよし けんせつ

ぼう せき

はんし ゃ  ろ ろ

つ
う

　
　か
ん

ぎ　 おん

ほう だん

の す

あら し

い り ょ く

わん がん ほう だい たい ほうそな

えん じ ょ う

おう せん

さいじ っ

かん

なり おき

く ち び

かいしゅう

たい

そん がい

は ひ がいかい

し ん は と

てん ざんぽ

し
ま

ひ
さ

み
つ

づ

7 8



1 8 6 4

1 8 6 5

1 8 6 6

1 8 6 7

1 8 6 3
文久 3

元治元

慶応元

慶応 2

1 8 6 8
明治元

慶応 3

薩英戦争後、イ ギリ ス と 密接な 関係を 築く

幕 末 ～ 明 治 の 主 な 動 き

薩摩藩西暦
元号

その他
国内外

下関戦争がおこ る

第１ 次長州征伐

第２ 次長州征伐

慶喜将軍と なる

戊辰戦争勃発

明治政府成立

大政奉還

王政復古の大号令

薩英戦争

薩摩藩洋学校

「 開成所」創設

集成館機械工場完成

薩摩藩英国留学生を

イ ギリ スへ派遣

フ ラ ン ス人鉱山技師

コ ワニエ山ヶ 野金山へ

就任

鹿児島紡績所完成

　 子ども の頃から 世界に目を 向け、長崎で

航海・ 測量・ 数学等を 勉強。藩の命令で上

海に渡り 、 ド イ ツ汽船を 購入するなど、 海

外の事情を よく 知っ ていまし た。

1836 年～1885 年

外国に学べ、集成館事業再開
1865年

集成館機械工場完成

歴 史歴 史歴 史 ワンポイント

　 薩英戦争で西洋と の力の差を 見せつけら れた薩摩の人々は、斉彬が

行っ た集成館事業の必要性を 再認識し 、 西洋技術も 取り 入れる など 、

よ り 積極的な近代化・ 工業化に取り 組みま し た。

薩摩藩は、グラ バー商会などを通じ て蒸気船や武器を輸入すると と も に、

イ ギリ スに使節団・ 留学生を派遣し て西洋の技術を学んでいっ た！

イ ギリ スを パート ナーに、西洋の文化・

科学技術を 直接導入でき る よ う になっ た！

　 外国と 戦っ た薩摩藩と 長州藩は、改めて日

本を 強く 豊かな国にし なければなら ないと

考えまし た。

　 明治維新にス ポッ ト を あ

てた歴史観光施設。幕末探訪

と 郷中教育、薩摩の歴史を 紹

介。地階の維新体感ホールで

は、薩摩藩英国留学生などを

紹介し た映画上映も ある 。

幕末から 明治維新の

薩摩の歴史が見える

第
３
章
　
　

集
成
館
事
業
の
再
開

　 1 86 5（ 慶応元）年、4 人の使節団と 1 5 名の留学生

の計 1 9 名が、イ ギリ スへ向けて派遣さ れまし た。

【 写真左】後列左から 田中盛明、町田実積、鮫島尚信、

松木弘安（ 寺島宗則）、吉田清成

前列左から 町田清次郎、町田久成、磯永彦輔（ 長沢鼎）

【 写真右】後列左から 畠山義成、高見弥一、

村橋久成（ 直衛）、東郷愛之進、名越時成

前列左から 森有礼、市来勘十郎（ 和彦）、中村博愛

　 1 86 1（ 文久元）年、 五代友

厚が蒸気船購入を依頼し 、 薩

摩藩と の関係が始まり ます。

グラ バーは薩摩藩の留学生

派遣を支援し まし た。

薩摩藩英国留学生

薩摩藩英国留学生渡欧の地
（ いち き 串木野市羽島）

ト ーマス・ グラ バー

旧グラ バー住宅

イ ギリ ス商人

留学生派遣に協力し た英国人

（ 長崎市）

維新ふるさ と 館

蘭学者たち が洋書を 翻訳し て、

自分たち で 試行錯誤し な がら

取り 組んでいまし た。

イ ギリ スと の関係を強め、直接

最新の機械な ど を 購入で き る

よ う になり まし た。

英国へ海外留学生を派遣

「
外
国
の
進
ん
だ
技
術
を
学
ぶ
！
」

幕
末
ニ
ュ
ー
ス

こ
こ
も
見
て
み
よ
う

　 展示テ ーマ は薩摩藩と 海

外の関わり 。近代化の基礎と

な っ た 薩摩藩の活躍がわか

り 、系図を はじ め島津家伝来

品も 見ら れる 。本館は国の重

要文化財に指定。

近代化を目指し た

薩摩藩の歴史が分かる

尚古集成館（ 旧集成館機械工場）

P1 7 / マッ プ 2

登

場

人

物

五

代

友

厚

①

②

③

④

　 薩英戦争後、 島津久

光と 藩主・ 忠義は、 改

めて 斉彬がお こ し た

集成館事業の大切さ

を認識し まし た。

　 五代たち 4 名の使

節団と 15 名の留学

生は、 1865 年、 串木

野から イ ギリ ス へ船

出し まし た。

　 1 8 6 4 年には、 開成

所と い う 洋学校も 開

設さ れ、 藩外から も 講

師を招き 、 様々な学問

を学びまし た。

　 グラ バーと つな が

り のあっ た五代は、藩

に留学生の派遣を 提

案し 、薩摩藩はこ れを

受け入れまし た。

留学生の英国派遣を 決める

高い志を も っ て英国へ出航し た洋学校を開設し 西洋の技術を 学んだ

島津久光は斉彬の遺志を受け継いだ

薩摩藩英国留学生記念館
（ いち き 串木野市羽島）

蒸気機関の歯車
（ 尚古集成館蔵）

▲

形削盤（ 尚古集成館蔵）

▲

薩
英
戦
争
前

薩
英
戦
争
後

機械を動かす動

力になっ た「 蒸気機

関」は、どう いう 仕組み

で動いていたのか調

べてみよう ！

五代友厚

近代化
物語

　 薩英戦争からわずか１ 年半あまり 、

薩摩藩の若者が勉強のためイ ギリ ス

に派遣さ れます。 当時、 海外に行く

こ と は禁止さ れていたので、 串木野

を 出航し た後、 ひそかにグラ バーが

用意し た船に乗り 移り 、 ヨ ーロ ッ パ

に向けて旅立ち まし た。 留学生たち

は帰国後、 各分野で活躍、 同行し た

五代友厚ら は紡績機械の輸入や技術

者派遣の交渉を 行いまし た。
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むら

らん

けい ず でん らい

し せつ たん ぼう

ご じゅう きょ う いく

かい

しょ う

ほん ちょ く せつやく

し こ う さ く ご

かつ やく

こ う   し ょ う

はし ひさ

もり あり のり

ぶんきゅう

し えん

いち き かず ひこ なか むら はく あいかんじ ゅう ろう

なり な ごや と き なりなお え と う ごう あい し んの

たか み よ いち

いそ なが ひこ すけ なが さ わかなえろう

まつ き こ う あん てら し ま むね のり よし だ きよ なり

さ め し ま なお のぶ

き 　 　 かい　 こ う 　 じ ょ う 　 かん　 せい

尚古集成館 本館（ 旧集成館機械工場）

さ い かい

ぎ

じ
ゅ
つ
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